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編集後記

Y04年秋の地震後三度目の春を迎えました。

f中越大震災と教育j研究の計画は当初からの

ものです~；、態勢が整わず、このように遅れ

てしまったことをお詫びします。今号では、

はじめての横番き、しかも図表が多く、版下

づくりには大変苦労しました。

V 可愛冬をよろこぶ語尾にでもが付き”最近

の『朝日』柳壇噺潟船で見た研究所会員の

作です。雪のない冬を単純に昏くないのは地

球温暖化のせいではなb、かという不安がある

からです。夏の水不足も，乙混です。

V教基法は昨年の12月に改定されました。

これからは、それに基づく法律の改定で、愛

国，じゃ公共の精神の押しつけなど、国家主導

の教育がいっそう強まるでしょう。人権を敵

視する伊吹文科相の「人権メタボリックJ発

言に見られるように、個人の尊厳はおとしめ

られていくでしょう。人権が噂重されてこそ

学校におけるいじめや不登校は減るのです。

文科相は教育を知らなb、
V教員免許更新制は、 10年毎に大学で30

時間程度の講習を受け、テストに合格しない

と免許が剥奪されます。医師ヰ靖護師の免許

制と比較しても一段ときびしb教員をパカに

した位姐みです。教員の研修は学校の同僚に

支えられながら、子どもの実際の抗強を通じ

て育まれていくものですLその努力は数十年
にわたって積み重ねられてきた日本の学校文

化です。日本の教師は劣悪な教育条件のなか

でも世界的に優れた実績をあげてきました。

V新潟県教委の高校学区廃止、全国一斉学力

テストなど競争を一段と煽るB慨は、研究所
のいっそうの奮闘を求めています。財政面の

ご支援もお願いします。 （吉田）

事務局から

Vさきの国会で、研究所が思念とする教育基

本法が改悪されました。この「改正』教基法

反対運動のなかで、新潟県が当面する教育問

題について小中学校長および市町羽教育長に

対するアンケート調査を行いました。 773

通に及び、その約2割にあたる151通のき

わめて真撃な回答を得ました。これは、研究

所にとって初めての経験でした。

V次号は、特集のひとつとして『校長・各自

治体教育長に対するアンケートから何を学ぶ

カリとともに「新教育基本法のもとで、これ

からの新潟県の学校教育をどのようにつくっ

ていけばよいかJを企画し、校長から寄せら

れた教育行政に対する批事仲意見の背景や実

態を明らかにしながら、いまの新しい状況に

対応したいわば研究所としての『新しい学校

論Jをつくりだしていく出発点にしたいと考

えています。

Vそして、もうひとつの特集は、教基法改悪

後の教育は具体的にどのようになるのか、こ

れからの教育運動はどうすればよいか、それ

を全国的、世痢句視野から探求することにな

ると思います。 （内山）
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